
　

現
実
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
学
術
誌

（
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
の
上
で
も
中
国
の
存

在
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
経
済
学
の
文

献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（EconLit

）
に
よ

る
と
、
題
名
にChina

かChinese

を
含

む
英
語
論
文
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は

全
論
文
の
〇
・
四
％
だ
っ
た
が
、
一
九

九
〇
年
代
に
は
一
・
一
％
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
は
二
・
三
％
ま
で
増
え
た
。
中

国
経
済
の
成
長
と
と
も
に
、
経
済
学
的

な
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
る
中
国
経
済
研
究
の
現
状
は
、
他

に
も
あ
る
。
第
一
は
、中
国
発
の
コ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
増
加
で
あ
る
。
従
来
は

欧
米
の
学
術
機
関
が
発
行
す
る
コ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は

中
国
の
学
術
機
関
等
に
よ
る
も
の
も
増

え
て
い
る
。
第
二
は
、
発
展
と
移
行
、

そ
し
て
格
差
に
関
す
る
研
究
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
経
済

の
特
徴
、
つ
ま
り
、
計
画
経
済
か
ら
市

場
経
済
へ
と
い
う
体
制
移
行
が
経
済
発

展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ

の
背
後
で
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ

の
二
点
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

●
中
国
発
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

増
加

　

本
稿
で
は
中
国
経
済
の
コ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
、
社
会
科
学
の
文

献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
に
登

録
さ
れ
た
地
域
研
究
誌
と
経
済
学
誌
の

う
ち
、
誌
名
にChina

かChinese
を
含

む
も
の
を
対
象
と
し
た
⑴

。
表
1
は
、

こ
れ
を
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
Ｉ

Ｆ
）
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
表
を
見
る
と
、
中
国
発
の
コ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
地
域
研
究
で
は
、
長
ら
く
欧
米

発
の
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ば
か
り
だ
っ

た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
香

港
中
文
大
学
か
らChina Review

が
創

刊
さ
れ
、
後
に
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
に
登
録
さ
れ

た
。
同
大
学
は
、中
国
に
関
す
る
人
文
・

社
会
科
学
研
究
の
一
大
拠
点
で
あ
り
、

資
料
の
収
集
や
研
究
者
の
交
流
を
目
的

と
し
た
中
国
研
究
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン

タ
ー
も
備
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
生

ま
れ
た
経
済
学
誌
に
つ
い
て
は
、
三
誌

と
も
が
中
国
の
学
術
機
関
か
中
国
人
研

究
者
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。China &

 W
orld Econom

y

（
Ｃ

Ｗ
Ｅ
）は
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
・

政
治
研
究
所
に
よ
っ
て
、China Agri-

cultural Econom
ic Review

は
中
国
農

業
大
学
と
中
国
農
業
経
済
学
会
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
て
い
る
。China Eco-

nom
ic Review

（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）
は
ア
メ
リ

カ
の
中
国
留
美
経
済
学
会
（
一
九
八
五

年
設
立
）
に
よ
る
発
行
だ
が
、
同
会
の

英
語
名Chinese Econom

ists Socie-
ty

に
あ
る
と
お
り
、
こ
れ
は
米
加
在
住

の
中
国
人
研
究
者
や
留
学
生
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。

　

途
上
国
研
究
に
お
い
て
、
現
地
研
究

者
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
る
論
文
が
年
々

増
え
て
い
る
が
、
論
文
を
発
表
す
る
た

め
の
国
際
的
な
場
そ
の
も
の
も
中
国
人

研
究
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

● 

移
行
に
よ
る
発
展
、
し
か
し
、

格
差
も

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
多
い
の

か
を
見
て
い
こ
う
。
こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｆ

が
大
き
く
、
ま
た
、
中
国
経
済
に
関
す

る
広
範
な
ト
ピ
ッ
ク
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
を
取
り
上
げ
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
先
行
研
究
が
ど
の
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
沢
山
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を

示
す
た
め
、
表
2
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
（
i
）

が
よ
く
引
用
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
j
）

コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
見
る
中
国
経
済
研
究

特 集
アジア地域研究と雑誌
―『コア・ジャーナル』を語る―

木
村
公
一
朗
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と
、
そ
の
関
連
性
（
i
→
j
）
の
強
さ

を
ま
と
め
た
（
関
連
性
［
j
→
i
］
は

後
述
）。
ま
た
、
比
較
の
た
め
、
経
済

学
一
般
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
中
で
Ｉ
Ｆ
が

大
き
いQuarterly Journal of Eco-

nom
ics

（
Ｑ
Ｊ
Ｅ
）
と
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
が
発
行
す
るDeveloping 

Econom
ies

（
Ｄ
Ｅ
）
の
関
連
誌
も
掲

載
し
た
。
い
ず
れ
も
自
誌
を
よ
く
引
用

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
他
の
関
連

誌
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
場
合
、
発
展
や
移
行
に
関

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
多
い
。た
と
え
ば
、

発
展
に
関
し
て
は
Ｄ
Ｅ
やJournal of 

Developm
ent Econom

ics

を
、
移
行

に
関
し
て
はJournal of Com

parative 
Econom

ics

（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
）
やEconom

-
ics of Transition

（
Ｅ
Ｔ
）
を
よ
く
引

用
し
て
い
る
⑵

。
Ｊ
Ｃ
Ｅ
に
至
っ
て
は
、

自
誌
よ
り
も
引
用
の
度
合
い
が
高
い
。

Ｃ
Ｅ
Ｒ
の
著
者
の
多
く
が
、
発
展
か
移

行
、
あ
る
い
は
双
方
の
先
行
研
究
に
依

拠
し
な
が
ら
、
自
身
の
論
考
を
重
ね
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
九
九
五
〜
二
〇

一
〇
年
に
Ｃ
Ｅ
Ｒ
で
発
表
さ
れ
た
論
文

を
見
て
も
、
こ
れ
をEconLit

で
経
済

学
文
献
の
分
類
コ
ー
ド
（
Ｊ
Ｅ
Ｌ
コ
ー

ド
）
に
分
け
る
と
、Ｏ
（
経
済
発
展
等
）

の
中
の
Ｏ
1
（
経
済
発
展
）
と
、Ｐ
（
経

済
体
制
）
の
中
の
Ｐ
3
（
社
会
主
義
制

度
と
そ
の
移
行
）
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
Ｑ
Ｊ
Ｅ
で
は
、
様
々
な
分
野

の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反

映
し
て
、
経
済
学
一
般
に
関
す
る

Journal of Political Econom
y

や

Am
erican Econom

ic Review

等
の
他

は
、Journal of Econom

ic Grow
th

や

Journal of Law
 &

 Econom
ics

等
の
各

種
経
済
学
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
広
く
引
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
で
は
、
開

発
学
に
関
す
るJournal of Develop-

m
ent Studies

や
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
実

証
分
析
を
多
く
掲
載
し
て
い
るAsian 

Econom
ic Journal

（
Ａ
Ｅ
Ｊ
）
か
ら

の
引
用
が
多
い
。

　

発
展
と
移
行
に
関
わ
る
研
究
が
Ｃ
Ｅ

Ｒ
に
多
い
こ
と
は
、
中
国
経
済
の
特
徴

と
も
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。中
兼（
参

考
文
献
①
）
は
、
中
国
経
済
が
経
済
発

展
、
体
制
移
行
、
近
代
化
と
い
う
三
つ

の
転
換
過
程
に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
前

二
者
は
関
連
誌
や
Ｊ
Ｅ
Ｌ
コ
ー
ド
に
見

ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
中
国
は
改
革

開
放
以
降
、
体
制
移
行
に
よ
っ
て
経
済

発
展
を
達
成
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
中
国
経
済
は
、
格
差
と
い

う
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
経
済
全
体
を

見
れ
ば
急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
が
、
都

市
と
農
村
、
沿
海
部
と
内
陸
部
、
あ
る

い
は
そ
の
内
部
等
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で

経
済
格
差
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｃ

Ｅ
Ｒ
論
文
の
Ｊ
Ｅ
Ｌ
コ
ー
ド
を
三
桁
レ

ベ
ル
で
見
た
と
き
、Ｏ
15
（
人
的
資
源
、

人
間
開
発
、
所
得
分
布
、
移
住
）
と
Ｐ

25
（
都
市
、
農
村
、
地
域
経
済
学
）
が

最
も
多
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

地
域
ご
と
の
統
計
が
比
較
的
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
後
押
し
し
て
い
る
が
、

中
国
経
済
研
究
で
は
地
域
ご
と
の
発
展

の
ば
ら
つ
き
に
注
目
し
た
論
文
が
多

い
。
被
引
用
数
の
多
い
Ｃ
Ｅ
Ｒ
論
文
を

見
て
も
、所
得
格
差
に
関
す
る
“Trends 

in Regional Inequality in China

”

（
参
考
文
献
②
）
や
、
人
間
開
発
の
格

差
に
関
す
る
“Spatial Inequality in 

Education and H
ealth Care in Chi-

na

”（
参
考
文
献
③
）
等
が
、
被
引
用

数
ト
ッ
プ
一
五（
二
〇
一
二
年
初
時
点
）

に
入
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か

ら
中
国
経
済
研
究
の
動
向
を
整
理
し
て

き
た
が
、
最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
中

表1　コア・ジャーナル一覧
分野

（総数）
ランク
（IF）

誌名 創刊年
発行機関
（所在）

地域研究
（60誌）

5
（0.907）

China Quarterly 1960
ロンドン大学

東洋アフリカ学院（イギリス）

6
（0.826）

China Journal 1979
オーストラリア国立大学

現代中国センター（オーストラリア）

14
（0.615）

Modern China 1975
カリフォルニア大学ロサンゼルス校

歴史学部（アメリカ）

27
（0.437）

Journal of
Contemporary China

1992
デンバー大学

中米協力センター（アメリカ）

52
（0.125）

China Review 1990 香港中文大学（中国）

経済学
（305誌）

117
（0.947）

China Economic
Review

1989 中国留美経済学会（アメリカ）

190
（0.575）

China & World
Economy

1993
中国社会科学院

世界経済・政治研究所（中国）

279
（0.167）

China Agricultural
Economic Review

2009
中国農業大学および

中国農業経済学会（中国）

（注）	 1）	 �地域研究誌のランクは全60誌の中の順位。同様に、経済学誌のランクは全305誌の中の順位。
	 2）	 �1979〜95年におけるChina Journalの名称は、Australian Journal of Chinese Affairs。
	 3）	 �China Reviewが現在の形態にリニューアルされたのは2001年。
	 4）	 �China Agricultural Economic Reviewは『中国農業経済評論』（2003年創刊）を2009年にリニューアルしたもの

だが、リニューアル前は英文ではなかったため創刊年を2003年としなかった。
（出所）	 �Web of ScienceにおけるSocial Sciences Citation Index（SSCI）。
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国
発
の
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
増
加
は
、

中
国
経
済
研
究
の
あ
り
方
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
、

発
展
と
移
行
と
格
差
を
め
ぐ
る
中
国
経

済
研
究
の
蓄
積
は
、
経
済
学
全
体
に
ど

ん
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
今
度

は
、中
国
経
済
に
関
す
る
コ
ア
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
が
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ど
の
論
文

に
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ

る
必
要
が
あ
る
。
表
2
（
ａ
）
に
は
Ｃ

Ｅ
Ｒ
を
よ
く
引
用
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

関
連
性
（
j
→
i
）
も
掲
載
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
移
行
に
関
す
る
Ｊ
Ｃ

Ｅ
や
Ｅ
Ｔ
、
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
関

す
る
Ｃ
Ｗ
Ｅ
や
Ａ
Ｅ
Ｊ
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
を

よ
く
引
用
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
、中
国
経
済
研
究
の
た
め
に
、

Ｃ
Ｅ
Ｒ
を
引
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

い
だ
ろ
う
が
、
移
行
一
般
や
中
国
を
除

く
ア
ジ
ア
諸
国
を
研
究
す
る
う
え
で
、

中
国
の
経
験
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
詳
細
な
こ
と
は
、
論
文
レ

ベ
ル
で
引
用
関
係
を
探
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
ル
上
で
も
中
国
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
そ
の
学

術
的
な
影
響
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

（
き
む
ら　

こ
う
い
ち
ろ
う
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

企
業
・
産
業
研
究
グ
ル
ー
プ
）

〈
注
〉

⑴�

も
ち
ろ
ん
、
中
国
経
済
の
コ
ア
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
そ
の
他
に
も
沢
山
あ

る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
中
国
専
門

誌
に
対
象
を
絞
る
。

⑵�

ま
た
、China Quarterly

を
通
し
て
、

地
域
研
究
の
成
果
も
よ
く
引
用
さ
れ

て
い
る
。引
用
の
目
的
は
様
々
だ
が
、

い
く
つ
か
の
論
文
を
見
る
限
り
、
中

国
の
制
度
や
そ
の
実
態
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
に
引
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

《
参
考
文
献
》

①�
中
兼
和
津
次
［
二
〇
〇
〇
］「
中
国

経
済
―
3
つ
の
転
換
」（
毛
里
和
子

編
『
大
国
中
国
へ
の
視
座
』
東
京
大

学
出
版
会
）。

②�Jian, T., J. Sachs, and A. W
arner 

[1996] 

“Trends in Regional Ine-
quality in China,

” CER, 7 (1), 
pp.1-21.

③�Zhang, X., and R. Kanbur [2005] 

“Spatial Inequality in Education 
and H

ealth Care in China,

” CER, 
16 (2), pp.189-204.

表2　関連誌

（注）　�対象誌（i）が関連誌（j）を引用する場合の関連性（i→j）＝iによるjの引用数×106／（jの全論文数×iの全引用数）。一方、（a）におけるjがiを引用する場合の関連性（j→i）では、上
式のiとjが入れ替わる。

（出所）　表1に同じ。

（a）China Economic Review（i）

関連誌（j）
関連性

i→j j→i

Journal of Comparative Economics 945.72 116.63

China Economic Review 687.80 687.80

China Quarterly 244.49 21.71

Economics of Transition 197.98 139.19

Review of Economics and Statistics 179.23 12.60

Developing Economies 145.12 51.07

Journal of Development Economics 123.92 55.75

China & World Economy 123.36 489.69

Asian Economic Journal 114.22 313.48

Journal of Productivity Analysis 92.85 41.93

（b）Quarterly Journal of Economics（i）

関連誌（j）
関連性

i→j

Quarterly Journal of Economics 1519.14

Journal of Political Economy 1494.74

Journal of Economic Growth 394.74

American Economic Review 328.03

Review of Economic Studies 315.79

Journal of Law & Economics 263.16

Journal of Labor Economics 168.42

Journal of Human Resources 159.49

Review of Economics and Statistics 155.20

Journal of Public Economics 124.51

（c）Developing Economies（i）

関連誌（j）
関連性

i→j

Developing Economies 1404.49

Journal of Development Studies 244.97

Asian Economic Journal 234.08

Review of Economics and Statistics 126.04

Journal of the European Economic 
Association

89.17

World Economy 68.51

Agricultural Economics 60.19

China Economic Review 51.07

Social Science & Medicine 11.58
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